
富山県人材確保・活躍パッケージについて

概要

• 2040年までの富山県の労働需給のシミュレーションを実施

• 需要側：国の推計でも使用されているモデルを活用し、本県の人口動態や人口推計、産業構造等により算出。
供給側：本県の約100万人の仮想人口を作り出した上で、過去の就業状況統計データ等を踏まえ、

シミュレーションを行い算出。

県独自の労働需給シミュレーション

• 現状のまま進むと、2040年で約10万人の人材が不足の可能性
●需要が531,700人、 ●供給が428,109人

• 本県の基幹産業である製造業や、医療・福祉、建設などの県民生活の維持
に不可欠なエッセンシャルワーク分野では20％を超える人材不足が予想

推計結果

資料２



経緯

• 県内のエッセンシャルワーク分野（※）を中心とした深刻な人材不足に対応するため、R7.４月に庁内組織

「富山県人材確保・活躍推進本部」を立ち上げ。全庁横断の議論を重ね、対策を検討。

※医療・福祉、教育、運輸、農業、建設、公共交通、行政、警察など県民生活の維持に不可欠な分野

• R8.2月、議論・検討の成果として、総合的施策「富山県人材確保・活躍パッケージ」をとりまとめ・公表。

概要

• 総事業数277本、予算規模約167億円

• 「人材確保」「働き方改革」「人材育成」「省力化・省人化」

の４つの柱に資する取組みと、人材活躍を阻む価値観

の変容など構造的な課題等の中長期的な取組みで構成。

• これまで各分野の「点在していた施策」を「一体的に同

時展開」する体系へと再編。

県人材確保・活躍推進本部の取組み・人材確保・活躍パッケージの策定①
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発想・コンセプト

単なる「人手不足対策」に留まらない。「富山で働く価値」を戦略的に高め、人が自然と

集まり、定着し、活躍する好循環サイクルを構築する（「人材確保・活躍の富山モデル」）

県人材確保・活躍推進本部の取組み・人材確保・活躍パッケージの策定②
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富山モデル構築に向けて

県人材確保・活躍推進本部の取組み・人材確保・活躍パッケージの策定③

出典：富山テレビ(2025年11月4日）

<参考：ミクロモデルの先行事例>

出典：厚生労働省HP  介護職員の働きやすい職場
環境づくり内閣総理大臣表彰・厚生労働大臣表彰（R5）

例１) 平野電業（富山市）：
・ボルダリング施設を無料で使用できるように

横展開要素：職員の趣味もしっかりと応援

例2) おおさわの福祉会ささづ苑（富山市）：
・介護ロボットやICTを徹底活用
横展開要素：エッセンシャルワーク分野の

現場での生産性向上
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パッケージの発信方法

県人材確保・活躍推進本部の取組み・人材確保・活躍パッケージの策定④

「富山県人材確保・活躍パッケージ」特設サイトを創設

特設サイトはこちらから
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パッケージの発信方法

▲  特設サイト内に掲載しているパッケージ施策リスト
   をChatGPT等の生成ＡＩツールに取り込み、右例

 のようなプロンプト入力で抽出可能

▲

 施策活用のおすすめなどの出力も

生成AIの利用による主体的な活用（より事業者等の実態に沿った施策抽出）

県人材確保・活躍推進本部の取組み・人材確保・活躍パッケージの策定⑤
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